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語
の
原
典
批
判
・
そ
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二
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〔
目
次
〕、
目
的
と
立
場
二
、
斉
論
の
歴
史
三
、
張
再
の
剛
定
へ
の
疑
惑

目
、
論
語
の
篇
名
五
、
篇
の
字
数
と
論
衡
正
説
篇
六
、
知
道
篇
の
所

在
七
、
問
王
篇
の
所
在
八
、
武
内
説
の
批
判
と
こ
れ
か
ら
の
問
題

一
、
目
的
と
立
場

こ
の
論
文
は
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
の
言
行
の
記
録
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た

ど
っ
て
、
今
日
の
よ
う
な
『
論
語
』
の
形
態
に
ま
で
編
集
さ
れ
た
か
の
研
究
の
一

部
で
あ
る
。
今
日
の
『
論
語
』
は
、
学
而
篇
第
一
よ
り
始
ま
り
、
尭
日
篇
第
二
十

に
お
わ
る
二
十
篇
の
構
成
物
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
に
統
一
さ
れ
る
以

前
、
即
ち
前
漢
初
期
の
状
態
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
論
語
の
伝
本
に
つ
い
て
の
記

録
は
、
漢
霊
園
芸
文
志
に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伝
本
に
は
三
種
あ
っ
た
。

論
語
古
二
十
一
篇
出
孔
子
壁
中
、
両
子
張
、

斉
二
十
二
篇
多
間
王
知
道
、

魯
二
十
篇
伝
十
九
篇

こ
の
三
種
の
論
語
は
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
と
そ
れ
ぞ
れ
篇
数
が
こ
と
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
数
字
の
相
違
の
意
味
を
、
斉
論
二
十
二
篇
本
の
研
究
を
通
じ

北
大
文
学
部
紀
要

て
考
え
、
前
漢
以
前
へ
の
手
掛
り
を
つ
か
み
た
い
。

こ
の
種
の
研
究
に
先
行
す
る
関
連
論
文
は
、
武
内
義
雄
の
『
論
語
之
研
究
』

(
岩
波
書
庖
・
昭
一
四
)
で
あ
る
。
特
に
そ
の
第
二
章
「
論
語
の
原
典
批
判
」
は
、
本

論
文
に
も
種
々
の
関
連
を
も
つ
が
、
そ
の
批
判
方
法
の
武
器
を
概
括
す
る
と
、

(

1

)

論
衡
正
説
篇
の
論
語
に
関
す
る
記
事
、

(

2

)

論
語
の
各
篇
中
に
み
え
る
思

想
の
思
想
史
的
、
学
派
的
相
違
、

(
3
)

方
言
の
相
違
、
(

4

)

各
篇
の
篇
集
意
図

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
津
田
左
右
吉
は
思
想
史
の
立
場
か
ら
、
『
論
語
と

孔
子
の
思
想
』
(
岩
波
書
庖
・
昭
一
一
一
一
一
)
に
お
い
て
、
各
篇
に
は
本
質
的
相
違
も
、
編

集
意
図
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
o

こ
こ
か
ら
小
倉
芳
彦
の
よ
う

に
論
語
を
各
章
に
全
く
分
解
し
、
そ
の
個
々
か
ら
論
語
全
体
の
思
想
史
的
性
格
を

掴
も
う
と
す
る
興
味
あ
る
研
究
(
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
)
も
出
現
し
、
そ
こ
ま

で
徹
底
せ
し
め
ず
に
武
内
義
雄
の
線
の
発
展
を
方
法
論
的
に
分
析
し
た
木
村
英
一

の
「
論
語
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
創
立
十
周
年
記
念
論
叢
阪
大
文
学
部
・
昭
三
四
)
も
あ
ら

わ
れ
た
。
私
の
こ
の
論
文
は
篇
内
の
章
群
を
手
掛
り
と
し
て
、
武
内
義
雄
の
『
論

語
之
研
究
』
に
み
ら
れ
る
建
設
的
原
典
批
判
の
線
を
更
に
ふ
か
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
武
内
説
を
屡
々
引
用
し
て
批
判
を
こ
こ
ろ
み
た
の

は
、
破
壊
の
た
め
で
な
く
、
む
し
ろ
武
内
説
に
立
脚
し
て
一
歩
前
進
す
る
た
め
で

あ
る
。
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こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
結
論
に
お
い
て
思
想
史
に
何
等
か
の
寄
与
を
す
る
こ

と
を
直
接
の
目
的
と
し
な
い
。
武
内
の
立
場
は
津
田
の
思
想
史
的
批
判
を
蒙
っ
た

が
故
に
、
こ
の
両
者
の
克
服
と
、
更
に
高
次
の
文
献
学
的
成
果
へ
の
到
達
に
は
、

思
想
史
的
批
判
を
な
る
べ
く
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
当
面
の
目
的
も
思
想

史
へ
の
貢
献
を
意
図
し
な
い
こ
と
に
な
る
o

こ
の
よ
う
な
立
場
を
、
論
語
批
判
の

現
段
階
で
貫
く
こ
と
が
、
武
内
・
津
田
の
両
業
績
を
、
更
に
一
歩
発
展
さ
す
こ
と

に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

論
語
学
史
上
の
史
実
に
つ
い
て
、
藤
塚
都
『
論
語
総
説
』
の
防
け
を
多
く
え
た
。
こ
の
堅

実
な
研
究
書
に
謝
意
を
表
す
る
。
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孜

佐
藤

二
、
斉
論
の
歴
史

斉
論
語
に
つ
い
て
漢
書
で
わ
か
る
こ
と
は
、
篇
数
が
他
の
二
論
よ
り
多
い
こ
と

で
あ
る
。
篇
数
を
中
心
と
し
て
、
漢
志
の
三
つ
の
論
語
に
つ
い
て
の
、
今
日
ま
で

の
定
説
を
紹
介
す
る
。

古
論
語
が
魯
論
語
よ
り
一
篇
多
い
理
由
は
、
班
固
の
本
注
に
あ
る
と
お
り
、
両

子
張
で
あ
っ
た
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
子
張
篇
が
二
篇
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
三
一
国

説
の
如
淳
は
、
漢
書
の
注
の
こ
の
部
分
に
対
し
て
、
『
嘉
日
篇
の
後
半
の
「
子
張

問
、
何
如
可
以
従
政
」
よ
り
以
下
を
篇
と
し
、
名
づ
け
て
従
政
(
篇
)
と
云
う
』

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
注
釈
は
極
め
て
明
快
に
、
従
政
篇
或
い
は
子
張
篇
の
一
つ

は
、
今
日
の
尭
日
篇
の
後
半
の
こ
と
で
あ
る
と
教
え
、
古
と
魯
の
二
論
は
実
質
的

に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
か
っ
た
こ
と
が
我
々
に
も
わ
か
る
。

斉
論
語
と
は
斉
人
の
伝
え
た
論
語
の
謂
で
、
篇
数
は
二
十
二
で
あ
っ
た
。
魯
論

語
よ
り
二
篇
多
い
の
は
、
問
王
と
知
道
の
二
篇
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
厳
密
に

言
え
ば
我
々
に
は
こ
れ
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
。
如
淳
は
問
王
と
知
道
が
と
も
に

篇
名
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
の
み
で
あ
り
、
何
長
も
論
語
集
解
序
で
斉
論
が
魯
論

よ
り
問
王
・
知
道
の
二
篇
が
多
い
こ
と
と
、
そ
れ
以
外
の
二
十
篇
は
章
句
が
や
や

多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。

(
注
)
藤
塚
、
六
八
頁
Q

尚
、
斉
論
と
は
斉
論
語
の
こ
と
、
魯
論
、
士
口
論
も
同
じ
。

魯
論
語
二
十
篇
は
、
今
日
の
論
語
の
主
体
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
斉
と
古
と

を
お
し
の
け
た
歴
史
は
、
間
王
と
知
道
が
失
な
わ
れ
た
歴
史
で
も
あ
る
。
前
漢
の

昭
帝
宜
帝
の
頃
に
は
、
三
論
い
ず
れ
も
講
ず
る
学
者
が
あ
っ
た
、
し
か
し
前
漢
末

期
の
成
帝
の
頃
に
な
る
と
張
侯
論
な
る
テ
キ
ス
ト
が
出
現
し
、
当
時
の
学
界
は
こ

れ
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
論
語
は
、
成
帝
の
師
の
安
昌
侯
張
市
内
、
か
、
魯
論
と
斉
論

を
比
較
し
、
そ
の
善
な
る
も
の
を
采
択
し
、
篇
数
は
魯
論
に
従
い
、
|
!
こ
こ
で

藤
塚
氏
は
張
雨
が
問
王
・
知
道
の
二
篇
は
断
然
之
を
削
っ
た
と
さ
れ
る
、
武
内
義

雄
氏
も
そ
う
で
あ
り
、
近
年
の
論
語
学
者
は
い
ず
れ
も
同
説
で
あ
る
、
ー
ー
ー
か
く

て
張
氏
手
定
の
論
語
が
で
き
あ
が
っ
た
。
善
な
る
も
の
を
采
択
し
た
と
い
っ
て

も
、
魯
論
が
主
で
、
斉
論
は
参
考
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
o

後
漢
は
彼
の
テ

キ
ス
ト
、
或
い
は
そ
れ
よ
り
派
生
し
た
も
の
が
流
行
し
た
が
、
や
が
て
後
漢
の
大

儒
で
あ
る
鄭
玄
が
、
此
等
を
本
と
し
、
斉
論
と
古
論
と
を
参
考
と
し
て
定
本
を
作

り
、
そ
の
注
を
作
っ
た
o

か
く
て
鄭
注
は
天
下
を
支
配
し
、
斉
論
と
古
論
は
も
と

よ
り
(
但
し
鄭
玄
は
斉
論
の
原
本
を
見
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
、
定
説
で
あ
る
J

魯
論
の
原
本
さ
え
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

(
注
)
藤
塚
氏
、
七
一
一
良
、
一

O
一
ー
ー
四
頁
参
照
。

鄭
玄
が
鄭
注
を
作
る
際
に
、
斉
論
を
見
て
い
な
い
こ
と
は
、
直
ち
に
彼
の
当
時

に
、
斉
論
の
原
本
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ら
ぬ
に
せ
よ
、
そ
の
疑
問
を
濃
く
さ
せ

る
。
で
は
、
更
に
後
代
の
貌
の
何
長
は
、
い
っ
た
い
斉
論
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
よ
り
一
層
疑
問
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
論
語
集
解
序
に
お
い
て
、

ヤ
ヤ

「
斉
論
二
十
二
篇
、
其
二
十
篇
中
章
句
、
頗
多
於
魯
論
。
・
:
:
:
:
斉
論
有
問
王
知

道
、
多
於
魯
論
二
篇
。
古
文
亦
無
此
二
篇
、
今
嘉
日
下
章
子
張
問
、
以
為
一
篇
。

有
両
子
張
、
凡
二
十
一
篇
、
篇
次
不
興
斉
魯
論
向
。
」
と
云
う
の
み
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
問
王
と
知
道
の
二
篇
は
、
古
論
に
も
魯
論
に
も
な
い
も
の
で
、
残
部
の

二
十
篇
は
、
魯
論
や
古
論
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
古
論
二
十
一
篇
は
、
斉
魯
の
二

十
篇
と
同
内
容
で
相
違
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
問
王
知
道
の
二
篇
は
い
か
な

る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
又
、
こ
の
二
篇
が
ど
う
な
っ
た

か
の
運
命
に
つ
い
て
も
語
ら
な
い
。
僅
か
に
、
「
安
昌
侯
張
高
、
本
受
魯
論
、
兼

講
斉
説
、
善
者
従
之
、
号
日
張
侯
論
、
為
世
所
貴
、
」
と
述
べ
、
又
、
「
漢
末
、
大

司
農
鄭
玄
、
就
魯
論
篇
章
、
考
之
斉
古
、
」
と
も
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
斉
論
の

自
然
の
衰
滅
を
暗
示
す
る
。
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二
、
張
再
の
制
定
へ
の
疑
惑



こ
こ
で
「
張
高
削
定
説
」
に
眼
を
む
け
よ
う
o

張
高
が
そ
の
張
侯
論
を
手
定
し

た
時
、
問
壬
と
知
道
の
二
篇
を
削
り
去
っ
た
た
め
に
、
斉
論
に
の
み
し
か
無
か
っ

た
こ
の
二
篇
が
遂
に
ほ
ろ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
相

当
に
古
く
か
ら
中
国
の
学
者
の
み
な
ら
ず
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
日
本
の
論
語
学

者
が
い
ず
れ
も
史
実
と
し
て
疑
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
o

藤
塚
泌
氏
は
、
既
に
注
で

も
指
摘
し
た
が
、
「
彼
が
勝
手
に
斉
論
の
間
王
・
知
道
両
篇
を
削
り
去
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
後
世
か
ら
と
か
く
の
非
難
を
免
れ
な
い
:
・
」
(
七
一
頁
)
と
も
断
言

し
、
「
第
一
篇
第
九
章
論
語
の
侠
文
」
に
お
い
て
、
伏
文
に
つ
い
て
考
証
し
、

今
日
残
る
も
の
に
該
当
者
は
無
い
こ
と
、
侠
文
の
質
の
低
い
こ
と
な
ど
論
じ
て
い

る
。
武
内
義
雄
氏
も
、
そ
の
「
論
語
之
研
究
」
に
お
い
て
、
斉
論
を
ぱ
、
古
論
や

魯
論
と
同
じ
く
、
壁
中
真
古
文
の
別
の
翻
訳
で
、
た
だ
最
後
に
問
王
・
知
道
の
二

篇
が
附
加
さ
れ
た
だ
け
が
新
し
い
材
料
で
あ
る
(
七
九
i
八
O
頁
)
と
し
て
、
間

王
・
知
道
両
篇
の
扶
亡
に
関
心
を
は
ら
っ
て
い
な
い
。
以
上
か
ら
、
斉
論
に
つ
い

て
の
問
題
点
を
二
つ
提
出
で
き
る
。
第
一
は
、
古
論
の
場
合
と
こ
と
な
っ
て
、
斉

論
で
は
、
古
・
魯
と
同
じ
二
十
篇
以
外
に
、
古
・
魯
に
は
な
い
二
篇
が
附
加
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
そ
の
二
篇
を
張
高
が
削
り
去
っ
た
、
そ
の
た
め

侠
亡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
此
の
二
つ
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
問
題
視

さ
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
此
れ
こ
そ
斉
論
の
真
相
を
と
く
糸
口
で
あ

る。
ま
ず
此
の
間
-
題
に
関
す
る
記
録
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
何
長
の
説
明
は
既
に

見
た
が
、
彼
の
頃
に
此
の
二
篇
が
二
十
篇
以
外
に
存
在
し
た
証
拠
は
、
全
く
他
の

ど
の
書
に
も
見
当
ら
な
い
。
彼
は
二
十
篇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
章
の
字
旬
、
が
や
L

多
い
な
ど
言
う
が
、
問
題
の
二
篇
に
つ
い
て
は
、
名
称
の
み
を
述
べ
て
他
に
何
も

語
ら
ず
、
削
除
が
行
な
わ
れ
た
と
も
明
言
を
し
て
い
な
い
。
鄭
玄
す
ら
そ
の
論
語

注
で
斉
論
を
見
た
形
跡
が
な
く
、
後
漢
の
学
者
も
知
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
劉
向
劉

散
父
子
か
ら
、
鄭
玄
を
へ
て
何
長
に
い
た
る
ま
で
、
何
回
と
な
く
、
テ
キ
ス
ト
が

校
訂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
、
斉
論
は
名
の
み
の
存
在
で
、
実
質
は
な
か
っ
た
如

北
大
文
学
部
紀
要

き
有
様
で
あ
り
、
ま
し
て
問
王
・
知
道
の
両
篇
に
つ
い
て
何
の
記
録
も
な
い
。
こ

れ
は
実
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
経
学
は
、
即
ち
学
問
そ
の
も
の
で
あ

り
、
無
価
値
に
ち
か
い
記
録
や
偽
作
ま
で
尊
重
し
た
の
に
、
貴
重
な
孔
子
語
録
が

煙
の
よ
う
に
後
漢
に
消
失
し
、
し
か
も
当
時
の
誰
も
惜
し
ま
な
い
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
経
学
時
代
と
言
わ
れ
る
漢
代
に
起
り
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も

何
長
の
記
事
は
斉
論
が
当
時
存
在
し
た
と
思
え
ぬ
か
ら
、
信
頼
性
が
極
め
て
う
す

い
。
日
ハ
、
信
頼
し
う
る
、
そ
し
て
唯
一
の
証
拠
は
漢
書
で
あ
る
。

漢
書
は
張
侯
論
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

初
高
為
師
、
以
上
難
数
対
己
閉
経
、
為
論
語
章
句
献
之
。
始
魯
扶
卿
及
・
:

:
本
玄
成
、
皆
説
論
語
、
篇
第
或
異
。
古
河
先
事
王
陽
、
後
従
庸
生
、
采
獲
所

安
。
最
後
出
而
尊
貴
、
諸
儒
為
之
語
目
、
欲
為
論
、
念
張
文
。
由
是
、
学
者

多
従
張
氏
、
余
家
寝
徴
。
(
巻
八
十
一
・
張
市
内
列
伝
)

伝
斉
論
者
、
昌
ロ
巴
中
尉
王
士
口
、
小
府
:
:
:
:
・
、
腰
東
庸
生
。
唯
王
陽
名
家

(
師
古
日
、
王
吉
字
子
陽
、
古
謂
之
王
陽
〉
o

伝
魯
論
者
、
常
山
都
尉
:
:
:
、

安
昌
侯
張
市
内
。
皆
名
家
。
張
氏
最
後
市
行
於
世
o

(

芸
文
志
〉

張
市
内
伝
と
芸
文
志
に
よ
れ
ば
、
張
高
は
魯
論
の
学
者
で
(
魯
論
を
夏
侯
建
に
う
け

(
仲
町
)

た
と
一
五
う
)
、
後
に
斉
論
を
王
士
口
(
陽
)
と
庸
生
に
学
び
、
安
ん
ず
る
と
こ
ろ
を
採

獲
し
た
(
経
典
釈
文
で
は
、
こ
れ
を
「
善
を
え
ら
ん
で
従
う
」
こ
と
と
し
、
何
長
は
論
語
集
解

序
で
「
善
き
も
の
に
従
う
」
と
し
て
い
る
。
)

0

こ
れ
が
お
そ
ら
く
成
帝
に
献
上
し
た
論

語
解
説
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
も
張
国
が
一
番
後
か
ら
出
た
学
者
で
、

身
分
も
尊
貴
と
な
っ
た
か
ら
、
時
人
は
論
語
を
読
む
の
に
張
氏
テ
キ
ス
ト
を
多
く

使
用
し
た
。
か
く
て
他
の
諸
家
の
テ
キ
ス
ト
は
お
と
ろ
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

言
え
る
こ
と
は
、
張
侯
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
家
の
論
語
が
、
「
篇
第
或
異
」
で

あ
っ
た
の
で
、
比
較
研
究
し
て
、
安
心
で
き
る
も
の
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
其
の
結
果
、
斉
論
二
十
二
篇
が
ほ
ろ
び
、
張
侯
論
二
十
篇
本
が
残
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
問
題
の
二
篇
が
削
ら
れ
た
と
は
言
つ
て
な
い
。
口
ハ
、
篇
第

が
異
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
比
較
し
て
よ
い
方
に
き
め
た
こ
と
だ
け
が
で
て
い

5 



斉
論
語
二
十
三
篇
孜

佐
藤

ヲ

Q

。(
注
)
余
嘉
錫
、
経
典
釈
文
序
録
疏
証
一

O
八
頁
Q

張
高
は
河
内
駅
人
、
幼
時
よ
り
学
聞
を
好
み
、
易
と
論
語
を
学
ん
だ
。
成
帝
が

皇
太
子
で
あ
っ
た
時
、
論
語
を
教
授
し
、
即
位
に
及
び
宰
相
と
な
っ
た
が
、
た
え

ず
保
身
に
気
を
つ
か
っ
て
い
た
。
人
柄
は
謹
厚
で
貨
殖
に
長
じ
、
広
い
田
を
も
っ

て
、
豪
箸
な
生
活
を
楽
し
み
、
音
楽
や
美
女
を
愛
し
た
o

弟
子
の
訪
問
に
対
し
て

も
、
固
苦
し
い
弟
子
に
は
質
素
に
応
待
し
、
酒
脱
な
弟
子
に
は
派
手
に
歓
楽
を
つ

く
し
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
出
世
し
て
い
る
。
永
始
・
元
延
年
間
(
西
暦
前
一
六
|

九
年
〉
、
天
災
地
変
が
つ
づ
き
、
外
戚
王
氏
専
政
の
非
難
の
芦
が
た
か
ま
り
、
成

帝
も
こ
れ
に
よ
っ
て
王
氏
一
族
に
疑
念
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
隠
退
し
て

い
た
張
高
の
邸
に
御
幸
し
、
左
右
の
人
々
を
退
け
、
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
彼

は
王
氏
一
族
よ
り
の
迫
害
を
畏
れ
、
孔
子
の
怪
力
乱
神
に
対
す
る
態
度
を
根
拠

に
、
変
異
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
な
か
れ
と
説
き
、
成
帝
の
疑
念
を
解
い
た
。
か
く

て
彼
は
王
氏
の
信
頼
を
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
た
え
ず
変
異
や
皇
帝
の
健

康
を
き
づ
か
い
、
成
帝
に
対
す
る
熱
烈
な
真
心
を
示
め
し
た
の
で
あ
る
(
以
上
、

張
高
伝
の
概
要
)

0

こ
の
よ
う
な
機
会
主
義
者
的
な
型
の
人
聞
は
、
一
定
の
枠
の

な
か
で
、
合
理
性
を
求
め
る
が
、
毅
然
と
し
て
伝
統
的
権
威
に
反
抗
し
た
り
、
新

し
い
事
物
の
創
造
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
彼
は
最
も
善
い
テ
キ
ス
ト

を
校
合
に
よ
っ
て
作
る
こ
と
を
試
み
こ
そ
す
れ
、
そ
の
一
部
を
捨
て
る
こ
と
は
し

な
い
で
あ
ろ
う
。

張
高
が
問
王
・
知
道
両
篇
を
削
除
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
の
テ
キ
ス
ト
、

つ
ま
り
張
侯
論
に
関
す
る
限
り
で
、
こ
れ
は
本
来
魯
論
系
統
で
あ
る
か
ら
、
無
い

の
が
当
り
前
で
あ
る
。
張
侯
論
の
出
現
が
斉
論
を
ほ
ろ
び
さ
せ
た
と
し
て
も
、
斉

論
に
し
か
な
い
両
篇
を
も
、
こ
れ
は
消
滅
さ
せ
る
力
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
客
観
的
情
勢
で
あ
る
。
紀
元
前
二
十
年
代
に
張
侯
論
は
出
現
し
た
か

ら
、
大
体
、
紀
元
前
一
世
紀
後
半
の
学
界
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
宣
帝
は
甘
露
三

年
(
前
・
五
一
年
)
に
諸
儒
に
詔
し
て
、
五
経
の
同
異
を
石
渠
閣
で
講
や
せ
し
め
た
。

こ
の
報
告
の
中
に
、
論
語
の
議
奏
十
八
篇
が
あ
る
(
芸
文
志
)

0

こ
れ
よ
り
先
、

甘
露
元
年
に
公
羊
と
穀
梁
の
異
同
が
議
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
議
奏
十
八
篇
に

は
、
魯
と
斉
の
異
同
が
入
っ
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
更
に
元
帝
(
前
四
八
年
即

位
、
在
位
十
六
年
)
に
な
る
と
、
父
宣
帝
の
法
家
尊
重
を
や
め
、
儒
家
専
一
に
な
っ

て
い
る
o

こ
の
初
元
二
年
(
前
四
七
年
〉
に
、
張
誌
は
論
語
を
皇
太
子
、
後
の
成
帝

に
授
け
、
光
禄
大
夫
に
遷
っ
た
。
や
が
て
成
帝
の
河
平
コ
一
年
(
前
二
六
年
〉
に
な
る

と
、
武
帝
以
来
、
宮
中
の
秘
閣
に
集
積
さ
れ
て
来
た
図
書
の
整
理
と
、
天
下
に
詔

り
し
て
遺
書
を
四
方
に
求
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
劉
向
ら
が
校
訂
に
従
っ
た
。

向
は
一
書
ご
と
に
提
要
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
後
に
劉
向
の
別
録
と
な
る
。
成
帝
末

年
に
彼
が
没
す
る
や
、
そ
の
子
の
劉
散
は
仕
事
を
継
続
し
、
建
平
元
年
(
前
六
年
)

に
、
父
の
別
録
に
も
と
づ
く
七
略
を
献
上
し
た
。
更
に
同
年
、
彼
等
父
子
の
文
献

学
的
成
果
に
も
と
づ
い
て
、
新
し
い
学
問
の
あ
り
方
が
宣
言
さ
れ
た
(
「
移
書
太

常
博
士
」
事
件
)
0

こ
の
学
問
の
革
新
計
画
は
、
王
芥
と
結
ん
で
実
行
さ
れ
、
「
新
」

帝
国
滅
亡
後
も
基
本
線
で
は
後
漢
の
古
文
経
学
に
つ
ら
な
る
。
ひ
ろ
く
遺
書
を
求

め
、
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
善
的
な
前
漢
の
今
文
経
学
を
批
判
す
る

こ
と
、
こ
れ
は
正
に
張
掲
の
時
代
の
精
神
で
あ
り
、
彼
も
斉
論
と
魯
論
を
兼
学

し
、
長
所
を
と
っ
て
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
。
尚
、
論
語
の
伝
承
に
つ
い
て
、

特
異
の
記
録
(
論
衡
正
説
篇
)
を
残
し
た
後
漢
の
王
充
は
、
建
武
三
年
(
後
二
七

年
)
に
生
れ
て
い
る
。
此
の
よ
う
な
時
代
に
、
貴
重
な
孔
子
語
録
が
亡
ぶ
で
あ
ろ

う
か
。
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以
上
、
漢
書
そ
の
他
の
記
録
、
張
掲
の
性
格
、
学
界
の
情
勢
を
ま
と
め
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
な
く
な
る
可
能
性
の
極
め
て
う
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
唯
一
の
基
本
資
料
、
漢
書
芸
文
志
に
も
ど
ろ
う
。
士
口
論
に
対
す
る
班
固
の
注

は
、
「
両
子
張
」
で
あ
っ
た
。
如
淳
・
何
畏
の
説
明
は
、
現
在
の
論
語
の
上
に
適

用
し
て
み
る
と
、
極
め
て
明
快
に
「
両
子
張
」
の
意
味
を
解
い
て
い
る
。
「
両
子

張
」
と
い
う
注
は
、
現
在
の
論
語
に
適
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
注
の
意
味

は
、
「
ふ
た
つ
の
子
張
篇
が
あ
る
、
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
斉
論
の
注
、
「
問
王



と
知
道
が
多
い
」
と
い
う
の
と
表
現
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
く
ど
い
よ
う
だ
が
、

「
現
在
の
論
語
に
子
張
篇
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
子
張
篇
が
あ
る
」

と
い
う
解
釈
に
お
い
て
、
こ
の
「
も
う
一
つ
の
子
張
篇
」
が
、
現
在
の
ご
十
篇
中

に
あ
る
こ
と
を
、
よ
く
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
も
う
一
つ
の
子
張
篇
」
、
即

ち
別
名
従
政
篇
が
今
本
の
嘉
日
篇
の
後
半
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
多
問
王
知
道
」
と

い
う
注
は
、
問
王
篇
と
知
道
篇
が
今
本
の
二
十
篇
の
い
ず
れ
か
の
、
お
そ
ら
く
後

半
に
な
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
も
、
先
の
仮
説
に
立
つ
限
り
に
お
い
て
考
え
う
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
頭
を
切
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
篇
が
全
く
消

失
し
た
方
法
と
、
何
故
に
張
高
が
こ
の
よ
う
に
校
訂
し
、
鄭
玄
な
ど
に
い
た
る
学

界
が
異
議
を
と
な
え
な
か
っ
た
理
由
と
、
逸
論
語
と
し
て
全
く
痕
跡
が
な
い
わ
け

が
判
然
と
す
る
。

漢
書
張
市
内
伝
を
読
ん
で
、
班
固
が
張
同
以
前
の
種
々
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、

「
篇
第
ア
ル
イ
ハ
具
ル
」
と
の
み
軽
く
記
し
て
、
直
ち
に
張
侯
論
の
勝
利
を
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
張
侯
論
の
成
立
し
た
理
由
の
重
点
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
が
、
読
後
感
と
し
て
自
然
に
生
じ
る
。
こ
れ
は
単
純
明
快
な
こ
と
で
あ
る
。

単
純
明
快
と
い
う
こ
と
は
、
幼
稚
粗
漏
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
論
文
で
こ

れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
単
純
な
こ
と
こ
そ
、
本
当
に
あ
っ
た
ら
し

い
こ
と
を
示
め
し
て
い
る
。
魯
論
系
統
の
張
侯
論
二
十
篇
が
勝
利
し
た
の
は
、
篇

第
が
整
理
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
当
然
そ
れ
に
は
今
本
の
論
語
二
十
篇
と
士
口
論
の

二
十
一
篇
が
如
淳
に
よ
れ
ば
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
張
侯
論
二
十
篇
に
は
問
王
・

知
道
の
二
篇
が
何
等
か
の
形
態
で
包
含
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
は
い
け
な
い
で
あ

ろ
う
か

o
l尚
、
こ
の
場
合
、
張
侯
論
以
前
の
魯
諭
系
統
で
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
論
じ
な

い
こ
と
に
す
る
。
古
論
の
従
政
篇
が
本
来
の
魯
論
や
斉
論
の
テ
キ
ス
ト
に
存
存
し
た
か
ど
う
か

わ
か
ら
ぬ
よ
う
に
、
現
存
の
段
階
で
は
諭
ず
る
材
料
に
乏
し
い
か
ら
、
今
後
に
残
し
て
置
き
た

、し

班
固
は
そ
う
い
つ
た
張
掲
の
文
献
学
上
の
業
績
を
、
張
再
伝
の
記
事
で
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
結
果
と
し
て
、
自
然
に
こ
の
系
統
の
論
語
を
主
流
と

北
大
文
学
部
紀
要

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
テ
キ
ス
ト
の
統
一
が
無
理
な
く
円
滑
に
行
わ
れ
た
か
ら
、

誰
の
反
対
も
起
ら
ず
、
記
憶
も
後
世
に
残
ら
ず
、
か
く
て
今
日
ま
で
の
論
語
学
者

に
真
相
を
か
く
す
と
い
う
皮
肉
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
o

以
上
の
推
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
問
題
の
二
篇
は
、
今
本
の
論
語
の
ど
こ
に

あ
る
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。

四
、
論
語
の
篇
名

現
在
の
論
語
二
十
篇
は
、
そ
の
個
々
の
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
篇
名
が
何
時
代
に
、
何
者
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
か
は
、
「
論
語
」
と
い
う

書
名
の
由
来
と
と
も
に
全
く
の
謎
で
あ
る
が
、
我
々
が
問
題
と
す
る
時
期
に
は
既

に
存
在
し
た
と
し
て
よ
い
。
斉
論
二
十
二
篇
を
考
え
る
鍵
の
一
つ
に
篇
名
が
あ

る
。
故
に
間
王
・
知
道
と
い
う
言
葉
を
こ
こ
で
研
究
す
る
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な

条
件
の
制
約
を
充
分
に
意
識
し
て
行
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
曾
て
徳
川
時
代
、
太

宰
春
台
は
そ
の
論
語
古
訓
外
伝
附
録
に
お
い
て
、
論
語
を
上
論
十
篇
下
論
十
篇
に

分
け
、
そ
の
理
由
を
九
ケ
条
あ
げ
、
そ
の
理
由
の
中
で
、
篇
名
の
差
異
を
文
献
学

史
上
は
じ
め
て
の
べ
て
い
る
o

即
ち
、
前
論
の
篇
名
は
、
皆
発
首
の
「
子
日
」
「
子

謂
」
等
の
字
を
除
き
、
次
の
二
三
字
を
以
て
篇
名
と
し
て
い
る
。
た
だ
子
平
篇
の

み
即
ち
発
首
の
二
字
を
あ
て
て
い
る
o

後
論
は
先
進
篇
の
み
、
発
首
の
「
子
日
」

の
二
字
を
除
き
、
そ
の
余
は
皆
即
ち
発
首
の
二
ゴ
一
字
を
篇
名
と
し
て
い
る
。
又
、

前
論
は
人
名
を
ば
篇
名
と
し
て
い
る
も
の
が
十
中
三
で
あ
る
の
に
、
後
論
は
十
中

九
も
あ
る
。
以
上
が
彼
が
あ
げ
た
理
由
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
篇
名
に
つ

い
て
何
ら
か
の
考
察
、
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
篇

名
と
各
篇
の
首
章
を
示
し
て
、
春
台
の
説
を
批
判
し
て
み
た
い
。

(

篇

名

〉

(

首

句

)

一

、

学

而

子

日

学

而

時

習

之

二

、

為

政

子

日

為

政

以

徳

7 



斉
論
語
二
十
二
篇
孜

佐
藤

孔
子
謂
季
氏
八
倫

子
日
里
仁
為
美

子
謂
公
冶
長
可
妻
也

子
日
薙
也
可
使
南
面

子
日
述
市
不
作

子
日
泰
伯
其
可
謂
至
徳
也
己
会

子
竿
言
利
典
命
興
仁

孔
子
於
郷
党
陶
陶
如
也

前
論
)

十

一

、

先

進

子

日

先

進

於

礼

楽

十

二

、

顔

淵

顔

淵

問

仁

十

三

、

子

路

子

路

問

政

十

四

、

憲

問

憲

問

恥

十
五
、
衛
霊
公
衛
霊
公
間
陳
於
孔
子

十

六

、

季

氏

季

氏

将

伐

顕

央

十

七

、

陽

貨

陽

貨

欲

見

孔

子

十

八

、

微

子

微

子

去

之

十
九
、
子
張
子
張
日
士
見
危
致
命

二

十

、

嘉

日

嘉

日

洛

爾

舜

(
以
上
下
論
〉

春
台
の
説
は
、
篇
の
命
名
法
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
く
、
各
篇
の
首
章
の
相
違

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
前
論
は
「
子
」
「
孔
子
」
に
は
じ
ま
り
、
後
論
は
先

進
篇
を
の
ぞ
い
て
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
相
違
が
上
・
下
二
論
を
分
け
る
根
拠
と

た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
張
高
に
よ
る
篇
第
の
整
理
が
こ
の
点
に
ど
ん
な
関
係

を
も
っ
て
い
た
か
、
論
語
の
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
上
で
ど
ん
な
位
置
に
あ
る
か
は
、

今
後
の
問
題
と
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
こ
で
は
、
篇
の
命
名
を

中
心
に
、
首
章
の
性
格
な
ど
か
ら
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

三
、
八
倫

四
、
里
仁

五
、
公
冶
長

六
、
薙
也

七
、
述
而

八
、
泰
伯

九
、
子
竿

十
、
郷
党
(
以
上

篇
の
命
名
法
よ
り
み
て
、
首
章
の
性
格
の
相
違
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
大
体
只

一
例
を
の
ぞ
い
て
、
統
一
さ
れ
て
お
り
、
矛
盾
は
発
見
さ
れ
な
い
。
論
語
は
雑
多

な
章
の
合
成
よ
り
な
る
篇
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
か
ら
、
首
句
よ
り
篇
名
を
と
る
こ

と
は
、
羽
子
の
場
合
に
も
同
じ
命
名
法
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
何
も
論
語
に
限
ら
れ

(
注
)

た
こ
と
で
は
な
い
。
只
一
つ
、
不
思
議
は
八
俗
と
い
う
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う

ま
で
も
な
く
、

孔
子
謂
季
氏
、
八
俗
舞
於
庭
、
是
可
忍
也
、
執
不
可
忍
也
。

に
も
と
守
つ
い
て
い
る
。
こ
の
形
式
で
首
章
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
公
冶
長
篇
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、

子
謂
公
冶
長
、
可
妻
也
、
雄
在
繰
紺
之
中
、
非
其
罪
也
、
以
其
子
妻
之
。

に
も
と
e

つ
い
て
い
る
。
こ
の
両
者
と
も
に
前
十
論
に
属
し
、
発
首
の
「
子
日
し
、

「
子
謂
」
を
除
い
て
、
最
初
の
二
三
字
を
以
て
篇
名
と
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
な

い
。
し
か
る
に
八
俗
篇
で
は
、
「
孔
子
謂
季
氏
、
八
倫
:
:
:
」
な
ら
、
「
季
氏
」
を

篇
名
と
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
「
八
倫
」
を
選
ん
で
い
る
。
公
冶
長
篇
は
素
直
に
、

「
子
謂
公
冶
長
、
可
妻
也
:
:
:
」
か
ら
、
「
公
冶
長
」
と
い
う
篇
名
を
選
ん
で
い

る
o

同
一
形
式
で
あ
る
の
に
、
篇
名
が
そ
の
命
名
法
を
ち
が
え
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

論
語
二
十
篇
の
篇
名
を
通
観
す
れ
ば
、
「
子
日
」
な
ど
を
の
ぞ
い
て
、
な
る
べ

く
最
初
の
二
三
字
で
名
称
を
決
め
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
自
体
で
は
意
味
を
な
さ
ぬ

言
葉
を
も
採
用
し
て
い
る
。
「
子
日
」
を
採
ら
な
い
の
は
混
乱
の
因
で
あ
る
か
ら

と
考
え
れ
ば
、
上
下
二
論
の
聞
に
篇
の
命
名
法
上
の
差
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
学

而
・
述
而
・
子
竿
・
憲
問
・
嘉
日
な
ど
は
か
く
し
て
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
八
倫
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
通
則
か
ら
み
て
も
、
又
公
冶
長

篇
の
場
合
か
ら
し
て
も
、
異
常
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
説
明
は
只
一
つ
あ

る
。
季
氏
篇
が
そ
の
篇
名
を
も
っ
て
先
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
篇
名
の
成

立
の
前
後
は
、
篇
自
体
の
成
立
の
前
後
に
は
た
だ
ち
に
な
ら
な
い
が
、
篇
名
の
成

立
は
篇
の
群
の
成
立
を
必
須
の
前
提
条
件
と
す
る
以
上
、
論
語
の
成
立
史
上
で
そ
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の
主
流
に
な
っ
た
篇
群
に
対
し
、
八
倫
篇
も
し
く
は
そ
れ
を
含
む
若
干
の
篇
群
は

後
か
ら
附
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
更
に
八
倫
篇
の
成
立
も
、
「
孔
子
謂
季

民
八
倫
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、
公
冶
長
篇
の
よ
う
に
、
「
子
謂
公
冶
長
可
妻
也
:
:
:
」

と
な
く
、
孔
子
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
る
と
、
清
の
在
述
が

そ
の
沫
四
考
信
録
巻
四
で
言
う
如
く
、
こ
の
用
語
法
は
後
出
の
も
の
と
も
言
え
る

か
ら
、
八
倫
篇
は
季
氏
篇
よ
り
後
か
ら
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
よ
り
あ
り
う
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
季
氏
と
い
う
名
は
避
け
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
う
る
で
あ
ろ

o
 

h

勺
ノ

右
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
問
題
に
な
る
の
は
漢
書
芸
文
志
の
班
固
の
本
注

が
、
古
論
語
が
二
十
一
篇
で
魯
論
よ
り
一
篇
多
い
理
由
を
ば
、
「
両
子
張
」
と
注

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
魯
論
よ
り
も
、
も
う
一
篇
、
子
張
篇
が
多
く
存
在
し
た

こ
と
が
注
さ
れ
て
お
る
こ
と
に
な
る
。
如
淳
は
更
に
説
明
し
て
、
莞
日
篇
の
「
子

張
問
何
如
可
以
従
政
」
己
下
を
分
か
ち
て
篇
と
為
し
、
名
づ
け
て
従
政
と
日
う
と

云
っ
て
い
る
o

古
論
の
テ
キ
ス
ト
は
南
北
朝
以
来
伝
わ
ら
な
い
が
、
斉
論
と
ち
が

っ
て
如
淳
は
実
体
に
つ
い
て
精
し
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
記

述
は
信
頼
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
如

淳
の
従
政
と
い
う
篇
名
は
、
班
固
の
子
張
篇
よ
り
も
新
し
い
も
の
で
、
両
子
張
の

聞
の
錯
誤
を
避
け
る
た
め
の
も
の
ら
し
い
。
班
固
の
注
の
時
代
、
古
論
で
は
子
張

が
二
つ
あ
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
首
句
が
「
子
張
間
何
如
以
従
政
」

と
あ
っ
て
、
従
政
の
位
置
が
遠
す
ぎ
、
後
論
的
な
首
句
の
一
連
の
人
名
が
篇
名
と

な
る
命
名
法
に
素
直
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
「
従
政
篇
L

と
す
る
こ
と
は
、
常

道
を
は
ず
れ
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
同
名
を
さ
け
て
従
政

を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
倫
が
篇
名
と
な
っ
た
よ
う
な
意
識
が
、

古
論
の
場
合
で
は
後
か
ら
作
用
し
た
と
も
言
え
る
。

最
後
に
問
題
の
間
王
と
知
道
と
い
う
斉
論
に
属
す
る
二
つ
の
篇
名
が
、
以
上
の

よ
う
な
篇
の
命
名
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
か
を
考
え
た
い
。
こ
の
二
者
と

も
、
そ
の
上
の
二
三
字
が
略
さ
れ
て
い
る
と
、
ま
ず
推
察
し
う
る
。
問
壬
は
、
質

北
大
文
学
部
紀
要

問
者
と
そ
れ
に
答
え
る
人
、
お
そ
ら
く
孔
子
か
、
或
い
は
そ
の
高
弟
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
後
論
の
諸
篇
の
首
章
に
多
い
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
篇

名
と
首
句
と
の
関
係
の
表
に
明
白
で
あ
る
。
顔
淵
篇
の
「
顔
淵
問
仁
」
、
子
路
篇

の
「
子
路
問
政
」
、
憲
問
篇
の
「
憲
問
恥
」
、
衛
霊
公
篇
の
「
衛
霊
一
公
開
陳
於
孔

子
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
質
問
者
名
が
篇
名
と
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

古
論
の
「
両
子
張
」
の
例
も
あ
る
に
せ
よ
、
私
は
こ
の
場
合
は
八
倫
篇
の
場
合
を

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
や
や
弱
い
が
従
政
篇
と
い
う
名
の
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
避
け
ら
れ
た
名
前
が
直
ち
に
導
き
だ
さ
れ
る
。
公
冶
長
・
顔

淵
・
子
路
・
衛
霊
公
・
陽
貨
・
子
張
で
あ
る
。
薙
と
憲
は
名
で
あ
っ
て
字
で
な
い

か
ら
、
当
然
こ
の
中
に
入
り
え
な
い
。
勿
論
、
右
の
よ
う
な
推
定
に
対
し
て
、
斉

論
と
張
侯
論
と
で
は
二
十
篇
に
関
し
て
は
、
篇
名
や
篇
の
首
章
が
同
一
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
の
疑
問
も
当
然
あ
ろ
う
が
、
篇
の
命
名
法
の
単
純
性
、
班
固
の
注
の
状

況
、
或
い
は
魯
論
と
古
論
と
の
場
合
に
篇
名
の
相
違
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
よ
り
見
て
、
前
漢
で
も
同
一
と
考
え
た
い
。
次
に
知
道
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
最
初
の
二
、
三
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
恐
ら
く
「
子
日
」
か
、
他
の

篇
名
と
同
じ
名
前
の
場
合
の
省
略
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
育
子
』
に
お
い
て
、
雑
録
に
属
す
る
篇
は
、
篇
首
の
句
の
最
初
の
二
字
ハ
大
略
篇
、
業

日
篇
〉
、
或
い
は
首
章
の
な
る
べ
く
初
め
の
特
長
の
あ
る
二
字
(
宥
座
篇
)
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
な
ど
も
論
語
の
場
合
と
方
法
的
に
対
応
す
る
証
拠
に
な
ろ
う
。
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玉
、
篇
の
字
数
と
論
衡
正
読
篇

曾
て
「
論
語
子
張
篇
研
究
」
(
日
本
中
国
学
会
報
第
十
集
)
に
お
い
て
、
私
は
論
語

の
成
立
過
程
の
一
例
と
し
て
子
張
篇
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
た
が
、
そ
の

際
は
論
語
二
十
篇
本
の
成
立
過
程
と
し
て
、
八
章
章
群
!
篇
l
篇
群
l
二
十
篇

本
V
と
い
う
把
握
を
し
た
。
そ
し
て
時
に
八
章
l
章
群
l
篇
V
の
過
程
を
取
扱
っ

た
の
で
あ
る
が
、
篇
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
篇
が
秦
漢
時
代
頃
に
既
に
固
定
し
て

お
り
、
二
十
一
篇
本
は
単
な
る
特
殊
ケ
l
ス
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
も
っ
て
い



客
ハ
論
語
一
一
十
二
篇
孜

佐
藤

た
。
こ
れ
は
武
内
義
雄
の
研
究
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
出
発
点
と
も
な
っ
て
い
た

が
、
も
し
二
十
篇
本
と
量
的
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
二
十
一
篇
本
と
二
十
二
篇
本
が
あ

っ
て
、
前
漢
末
に
も
存
在
し
て
い
た
と
な
る
と
、
も
は
や
無
条
件
に
篇
の
固
定
性

を
、
論
語
の
壁
中
古
文
が
発
見
さ
れ
た
漢
の
武
帝
以
前
に
認
め
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
魯
論
と
斉
論
、
張
侯
論
と
古
論
と
の
聞
に
、
篇

名
、
篇
の
内
容
な
ど
に
著
し
い
相
違
、
換
言
す
れ
ば
篇
は
二
十
二
、
二
十
一
、
二

十
と
似
て
い
て
も
、
篇
の
内
容
が
全
く
錯
綜
し
て
ゴ
ツ
タ
マ
ゼ
的
に
な
っ
て
い
た

と
の
記
録
は
認
め
ら
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
皇
侃
が
篇
の
順
序
と
相
違
と
、
「
篇
内

倒
錯
不
可
具
説
」
を
述
べ
る
程
度
で
あ
る
。
か
く
て
、
士
口
論
の
二
篇
の
よ
う
に
、

斉
論
で
も
四
篇
が
、
現
在
の
二
十
篇
中
の
篇
の
半
分
の
量
で
独
立
し
て
い
た
見
込

が
で
て
く
る
こ
と
に
も
な
り
、
魯
斉
古
の
三
論
が
成
立
す
る
以
前
に
は
、
現
在
の

篇
の
半
分
以
下
の
篇
が
、
論
語
の
原
材
料
に
お
い
て
は
独
立
の
一
篇
と
し
て
取
扱

わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
篇
を

便
宜
上
、
「
小
篇
し
と
称
ん
で
現
本
の
二
十
篇
の
「
篇
」
と
分
け
る
こ
と
に
し
た

、o
l
v
 
漢
の
武
帝
時
代
及
び
そ
れ
以
前
の
論
語
の
状
態
に
つ
い
て
、
殆
ど
唯
一
と
云
え

る
資
料
は
論
衡
正
説
篇
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
誤
字
や
脱
落
が
多
く
極
め
て
読
み

に
く
い
。
し
か
も
筆
者
の
王
充
の
智
識
に
つ
い
て
も
信
湿
性
を
疑
う
学
者
も
あ

る
。
私
は
こ
れ
を
研
究
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
は
蹟
賭
す
る
が
、
他
に
傍
証
を

求
め
う
る
な
ら
ば
、
採
用
し
て
も
よ
い
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
正
説
篇
の

論
語
に
関
す
る
記
事
の
解
読
と
し
て
は
、
武
内
義
雄
と
木
村
英
一
の
と
が
精
密
で

あ
る
。
原
文
を
あ
げ
る
と
、

説
論
者
、
皆
知
説
文
解
語
而
己
、
不
知
論
語
本
幾
何
篇
、
但
周
以
八
寸
為
尺
、

不
知
論
語
所
独
一
尺
之
意
、
夫
論
語
者
弟
子
共
紀
孔
子
言
行
、
勅
己
(
初
記

?
)
之
時
、
甚
多
数
十
百
篇
、
:
:
:
・
:
・
、
漢
興
失
亡
、
至
武
帝
発
取
孔
子

壁
中
古
文
、
得
二
十
一
篇
、
斉
魯
二
、
河
間
九
篇
、
三
十
篇
、
至
昭
帝
女
(
始

2
)
読
二
十
一
篇
、
宜
帝
下
太
常
博
士
、
時
尚
称
書
難
暁
、
名
之
日
伝
、
後

更
隷
写
以
伝
語
、
初
孔
子
孫
孔
安
園
、
以
教
魯
人
扶
郷
、
官
至
荊
州
刺
史
、

始
日
論
語
、
今
時
称
論
語
二
十
篇
、
又
失
斉
魯
河
間
九
篇
本
三
十
篇
、
分
布

忘
失
、
或
二
十
一
篇
、
目
或
多
或
少
、
文
讃
(
?
)
或
是
或
誤
、
説
論
語

者
、
但
知
以
剥
解
之
問
、
以
繊
徴
之
難
、
不
知
存
問
本
根
篇
数
章
目
、
温
故

知
新
、
可
以
為
師
、
今
不
知
古
、
称
師
如
何
、

右
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
は
説
が
分
れ
て
い
る
が
、
篇
数
に
つ
い
て
見
る
と
、

漢
代
以
前
に
は
数
十
百
篇
あ
っ
た
と
云
う
。
木
村
英
一
氏
は
こ
れ
を
七
八
十
篇
と

訳
し
て
い
る
が
、
私
も
数
十
篇
乃
至
百
篇
の
意
に
と
る
の
が
穏
当
と
考
え
る
。
こ

の
数
十
百
篇
の
孔
子
言
行
録
が
、
漢
の
建
国
の
際
に
は
失
亡
し
て
、
漢
の
武
帝
の

時
に
孔
子
壁
中
古
文
二
十
一
篇
を
得
て
、
他
の
篇
と
あ
わ
せ
て
三
十
篇
あ
っ
た
。

後
漢
の
王
充
の
時
代
(
つ
ま
り
張
侯
論
の
支
配
す
る
時
代
)
に
な
る
と
、
論
語
を

二
十
篇
だ
と
称
し
て
、
斉
魯
河
間
九
篇
は
失
わ
れ
た
。
三
十
篇
は
「
分
布
亡

失
L

し
て
、
或
る
本
は
二
十
一
篇
で
あ
っ
た
り
し
、
篇
目
は
多
か
っ
た
り
少
な
か

っ
た
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
世
の
学
者
は
大
事
な
篇
数
や
章
目
の
こ
と
を
知
ら
な

い
と
言
う
の
が
、
王
充
の
記
録
か
ら
抜
牽
し
う
る
。
木
村
氏
は
三
十
篇
に
つ
い

て
、
二
十
一
篇
本
の
古
論
と
、
そ
れ
と
別
系
統
の
河
間
九
篇
と
の
合
計
で
あ
る
と

考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
武
内
氏
は
古
論
二
十
一
篇
と
斉
魯
二
篇
本
と
河

間
七
篇
本
と
の
合
計
と
し
つ
つ
、
し
か
も
斉
魯
二
篇
本
と
河
間
七
篇
本
と
は
、
古

論
二
十
一
篇
中
に
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
玉
充
に
よ
れ
ば
、
三
十
篇
の
論
語
は
、

「
分
布
亡
失
シ
テ
、
或
ハ
二
十
一
篇
ト
ナ
リ
、
篇
目
或
ハ
多
ク
或
ハ
少
シ
、
し
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
o

分
布
亡
失
と
は
、
二
一
十
篇
中
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
或

い
は
篇
の
中
に
入
っ
た
も
の
も
あ
る
(
亮
日
篇
中
に
古
論
の
従
政
篇
が
入
っ
て
い

る
よ
う
に
)
こ
と
を
指
示
し
、
「
篇
目
或
多
或
少
」
と
は
、
斉
魯
古
の
当
時
の
三

種
の
テ
キ
ス
ト
の
絶
対
量
と
し
て
の
篇
数
章
目
の
多
少
を
言
う
の
で
は
な
く
、
三

論
に
お
い
て
篇
数
と
章
目
と
が
反
比
例
的
に
多
少
し
て
い
た
現
象
を
一
括
し
た
表

現
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
一
十
篇
か
ら
三
論
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
、

こ
の
場
合
の
「
篇
し
は
固
定
し
た
も
の
を
指
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
小
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篇
」
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
極
め
て
わ
か
り
よ
く
な
る
。
更
に
漢
代
に
は
亡
失
し

た
と
言
う
数
十
百
篇
の
言
行
録
も
、
こ
の
よ
う
な
小
篇
と
し
て
曾
て
存
在
し
た
こ

と
を
言
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
極
め
て
理
解
し
易
い
、
又
あ
り
う
る
事
象
と
言
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
よ
う
に
論
衡
に
お
け
る
論
語
の
記
事
を
評
価
す
る
と
き
、
私
は
荷
子
書
の

伝
承
を
参
考
資
料
と
し
う
る
と
思
う
。
羽
子
巻
二
十
莞
問
篇
三
十
二
の
末
尾
に
、

漢
の
劉
向
の
別
録
、
が
幸
い
に
し
て
残
存
し
て
い
る
。

護
左
都
水
使
者
・
光
禄
大
夫
・
臣
向
言
、
所
校
僻
中
孫
卿
書
、
凡
三
百
二
十

二
篇
、
除
復
重
二
百
九
十
篇
、
定
箸
三
十
二
篇
、
皆
以
定
殺
青
筒
、
書
可
繕

写
。
:
:
:

漢
初
に
お
け
る
羽
子
の
影
響
よ
り
す
れ
ば
、
三
百
二
十
二
篇
も
の
著
書
が
宮
中
秘

閣
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
う
な
づ
け
る
o

こ
れ
を
劉
向
は
校
訂
し
て
コ
一
十
二

篇
に
定
箸
し
、
残
部
の
二
百
九
十
篇
は
復
重
し
て
い
た
か
ら
除
い
た
と
言
う
の
で

あ
る
が
、
「
定
箸
」
と
い
う
意
味
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
賦
篇
第

二
十
六
は
、
五
篇
の
賦
を
一
篇
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
芸
文
志
に
孫
卿

賦
十
篇
の
記
事
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
し
、
成
相
篇
も
五
篇
乃
至
三

(
法
)

篇
の
民
衆
歌
形
式
の
歌
よ
り
な
っ
て
い
る
。
尭
問
篇
な
ど
も
幾
つ
か
の
説
話
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
有
子
の
諸
篇
に
は
、
現
在
の
篇
以
前
に
別
個
に
存

在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
説
話
が
認
め
忘
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
を
一

つ
あ
げ
る
と
、
締
身
篇
第
二
の
中
に
治
気
養
心
之
術
を
あ
つ
か
っ
た
一
章
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
治
気
養
心
之
術
、
血
気
剛
彊
、
則
柔
之
以
調
和
、
.

・
:
:
L
で
始
ま
り
、
「
夫
是
之
謂
治
気
養
心
之
術
也
、
」
で
終
り
、
全
く
独
立
の
論

文
で
あ
る
。
北
村
沢
吉
は
「
此
一
段
別
ニ
治
気
養
心
ノ
術
ヲ
論
ズ
、
L

(
漢
文
大
系
木
、

頭
注
)
と
言
っ
て
い
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
劉
向
が
「
定
箸
」
し
た
三
十
二
篇
木

と
三
百
二
十
二
篇
と
の
関
係
は
、
論
語
の
場
合
と
類
似
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
o

前
漢
時
代
の
類
似
し
た
環
境
と
素
材
は
右
の
よ
う

な
比
較
文
献
学
的
考
察
を
可
能
な
ら
し
め
る
が
、
・
:
列
子
八
巻
凡
二
十
篇
を
劉
向

北
大
文
学
官
紀
要

は
校
し
て
八
篇
と
し
係
子
八
十
二
篇
(
芸
文
士
山
)
を
説
武
は
十
三
篇
に
校
し
て
い
る

・
:
布
子
に
つ
い
て
は
、
更
に
別
の
機
会
に
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
今
は
王
充
と
劉

向
の
記
録
が
た
ま
た
ま
残
し
て
呉
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
歴
史
上
の
類
似
を
示
し
て
参

考

と

す

る

に

止

め

た

い

。

一

(
注
)
論
萄
子
「
成
相
篇
」
社
国
痔
(
先
秦
諸
子
的
若
干
研
究
一
九
五
五
年
)

次
に
現
在
の
篇
以
前
の
小
篇
は
ど
れ
位
の
量
で
あ
っ
た
か
を
論
語
に
た
ち
も
ど

っ
て
調
べ
て
み
よ
う
。
初
子
で
は
「
治
気
養
心
之
術
」
章
は
百
三
十
コ
一
字
で
あ

り
、
尭
問
篇
末
尾
の
孫
卿
論
は
二
百
余
字
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
論
語
の
諸
篇
に
は

著
し
い
大
小
の
差
が
あ
り
、
小
篇
も
そ
の
こ
と
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
問
題

の
問
王
と
知
道
の
二
篇
は
前
漢
末
に
実
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
量
の
見
込

み
は
立
て
う
る
の
で
は
な
い
か
。

字
数
計
算
は
森
本
角
蔵
『
四
書
索
引
』
に
よ
る
。

第
一
の
糸
口
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
従
政
篇
、
即
ち
今
木
の
尭
日
篇
第
二
章
で

あ
る
。
尭
日
篇
は
、
第
一
章
、
「
尭
目
、
洛
爾
尭
舜
:
:
:
」
が
百
五
十
二
字
、
第

二
章
、
「
子
張
問
(
政
〉
於
孔
子
日
、
何
如
斯
可
以
従
政
実
、
:
:
:
」
は
百
九
十

一
字
で
、
末
尾
の
第
三
章
、
「
子
日
、
不
知
命
:
:
:
」
二
十
六
字
の
有
無
に
拘
ら

ず
(
魯
論
で
は
存
し
な
い
と
云
う
)
、
こ
の
章
が
独
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
百
五
十

字
か
ら
二
百
字
位
で
、
論
語
の
一
篇
と
し
て
曾
て
漢
代
で
認
め
ら
れ
え
た
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
今
の
論
語
の
中
で
小
篇
で
曾
て
あ
り
え
た
も
の
、
即
ち
こ
の
よ
う

な
字
数
で
一
篇
一
章
の
成
立
し
う
る
も
の
を
し
ら
べ
る
と
、
郷
党
篇
が
た
だ
ち
に

う
か
ん
で
く
る
。
第
一
章
「
孔
子
於
郷
党
陶
陶
如
也
:
:
:
私
凱
愉
愉
如
也
o
」
は

二
百
三
字
、
第
二
章
「
君
子
不
以
紺
鰍
飾
、
:
:
:
間
人
於
他
邦
、
再
拝
而
送
之
。
」

は
二
百
四
十
二
字
で
あ
り
、
第
三
章
よ
り
末
尾
第
十
章
に
い
た
る
八
章
は
百
九
十

六
字
で
あ
る
o

又
、
表
現
形
式
か
ら
み
て
、
仲
尼
を
呼
ぶ
の
に
、
第
三
章
以
下
で

子
と
云
い
、
第
一
章
で
孔
子
と
云
い
、
第
二
章
で
君
子
と
い
う
の
は
、
思
想
史
的

に
年
代
を
こ
と
に
す
る
呼
称
で
あ
る
。
か
っ
、
第
一
章
、
第
二
章
と
も
に
、
章
群

の
変
形
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
一
種
の
短
い
章
の
合
成
物
で
あ
り
、
第
三
一
章
以
下
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客
片
論
語
二
十
二
篇
孜

佐
藤

と
も
そ
の
意
味
で
は
似
て
い
る
。
故
に
、
我
々
は
郷
党
篇
を
三
つ
の
小
篇
に
わ
か

ち
う
る
可
能
性
を
知
る
。

郷
党
篇
で
い
く
つ
か
の
章
の
集
合
H

章
群
が
小
篇
と
な
り
う
る
可
能
性
を
見
た

が
、
こ
れ
に
近
い
字
数
の
章
群
は
、
現
在
の
論
語
中
に
も
意
外
に
多
く
発
見
で
き

る
の
で
あ
る
。
既
発
表
の
論
文
で
、
こ
の
よ
う
な
章
群
を
認
定
す
る
目
安
の
第
一
を

形
式
面
に
お
い
た
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
っ
て
、
だ
れ
に
も
異
存
の
な
い
も
の

の
を
列
奉
し
よ
う
。
里
仁
篇
第
四
で
は
、
全
部
で
二
十
六
章
五
百
一
字
の
う
ち
、

第
一
1111

七
章
ま
で
二
百
三
字
で
、
こ
れ
は
「
仁
」
を
テ
l

マ
と
す
る
章
群
で
あ

る
o

残
部
は
十
九
章
二
百
九
十
八
字
と
な
る
。
泰
伯
篇
第
八
の
曾
子
の
語
録
(
第

一
一
一
|
七
章
)
は
二
百
六
字
、
篇
末
の
古
帝
王
の
群
は
四
章
百
六
十
四
字
、
そ
の
中

間
の
雑
章
群
で
あ
る
第
八
l

一
七
章
は
、
十
章
百
七
十
七
字
と
な
る
。
顔
淵
篇
第

十
こ
で
は
、
第
一
l
l
五
章
「
問
仁
」
、
「
司
馬
牛
間
」
の
章
群
(
連
鎖
的
編
集
で

む
す
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
)
は
五
章
二
百
四
十
四
字

で
あ
る
。
季
氏
篇
第
十
六
で
、
第
四
i
八
章
は
、
ヨ
一
」
数
に
よ
っ
て
統
一
が
認

め
ら
れ
、
五
章
百
八
十
ι

五
字
、
(
数
字
の
「
九
」
を
い
れ
る
と
第
一

O
章
ま
で
と
な
り
、
七

章
二
百
五
十
五
字
、
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
章
群
に
は
、
二
百
字
前
後
、
或
い
は

そ
れ
以
上
、
例
え
ば
子
張
篇
第
十
九
の
末
尾
、
子
貢
語
群
の
よ
う
じ
、
六
章
三
百

五
十
字
の
も
の
な
ど
あ
る
。
大
体
、
以
上
は
異
存
の
な
い
も
の
を
出
し
た
の
で
、

論
語
全
般
に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
を
論
ず
る
の
は
別
の
機
会
、
別
の
問
題
の
際
に
す

る
。
要
は
、
問
王
・
知
道
の
二
篇
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
う
る
し
、
こ
の
よ

う
な
章
群
は
論
語
中
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
間
王
と
知
道
の
両
篇
が
此
等

と
同
類
の
章
群
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
本
の
論
語
中
に
も
そ
の
章
群
の
形
態
の
ま
ま

で
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
仮
説
は
そ
の
成
否
を
検
証
し
て
み
る

価
値
が
あ
る
と
も
信
ず
る
の
で
あ
る
。

六
、
知
道
篇
の
所
在

間
王
と
知
道
と
い
う
名
称
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
二
篇
が
、
今
本
の
論
語
の
中

に
、
小
篇
的
形
態
の
ま
ま
で
残
存
し
て
い
石
と
す
れ
ば
、
字
数
は
二
百
か
ら
三
百

位
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
後
半
部
分
で
、
そ
の
前
半
も
独
行
し
う
る
資
格
を
も
つ

も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
前
提
が
立
つ
と
、
こ
の
仮
説
を
設
定
し

て
の
作
業
は
、
そ
の
当
否
を
容
易
に
導
き
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
問
王
と

知
道
と
い
う
二
字
句
は
、
今
の
論
語
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
だ
が
古
論
と
魯

論
と
で
字
が
ち
が
う
箇
所
が
屡
々
あ
る
よ
う
に
、
魯
論
と
斉
論
と
で
は
字
が
ち
が

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
し
、
篇
名
が
実
物
の
忘
却
と
と
も
に
、
類
似
し
た
字
形

の
も
の
に
誤
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
右
の
よ
う
な
可
能
性
と
、
前
述
の
前
提

と
の
組
合
せ
で
、
今
一
度
見
直
せ
ば
、
即
座
に
道
は
聞
け
、
二
千
年
近
く
の
聞
の

謎
は
解
け
る
。

解
決
が
早
か
っ
た
の
は
、
知
道
篇
で
あ
る
。
こ
れ
は
里
仁
篇
の
後
半
に
な
っ
て

い
て
、
里
仁
篇
第
八
章
、
「
子
日
・
朝
間
道
、
タ
死
可
会
、
」
が
篇
の
第
一
章
で
あ

る
。
今
、
里
仁
篇
の
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
を
見
ょ
う
。

一
、
子
日
、
里
仁
為
善
、
択
不
処
仁
、
駕
得
智
、

二
、
子
日
、
不
仁
者
、
不
可
以
久
処
約
、
不
可
以
長
処
楽
、
仁
者
安
仁
、

知
者
利
仁
、

三
、
子
日
、
唯
仁
者
能
好
人
、
能
悪
人
、

四
、
子
目
、
有
志
於
仁
長
、
無
悪
也
、

五
、
子
日
、
富
与
貴
、
是
人
之
所
欲
也
、
不
以
其
道
、
得
之
不
処
也
、
貧

与
賎
、
是
人
之
所
悪
、
不
以
其
道
、
得
之
不
去
也
、
君
子
去
仁
、
悪

乎
成
名
、
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
、
造
次
必
於
是
、
顛
柿
必
於
是
、

六
、
子
日
、
我
未
見
好
仁
者
悪
不
仁
者
、
好
仁
者
無
以
尚
之
、
悪
不
仁
者

其
為
仁
会
、
不
使
不
仁
者
加
乎
其
身
、
有
能
一
日
用
其
方
於
仁
会

乎
、
我
未
見
力
不
足
者
団
一
、
蓋
有
之
乎
、
我
未
之
見
也
、

七
、
子
日
、
民
之
過
也
、
各
於
其
党
、
観
過
斯
知
仁
失
、

此
の
七
章
二
百
一
二
字
の
章
群
は
、
明
ら
か
に
「
仁
」
を
一
貫
し
て
論
ず
る
も
の
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で
、
字
数
よ
り
し
て
も
、
小
篇
で
あ
る
可
能
性
を
も
ち
つ
つ
、
形
式
的
に
以
下
の

第
八
章
を
首
と
す
る
章
群
と
こ
と
な
る
。

第
八
章
よ
り
末
尾
の
第
二
六
章
ま
で
は
、
十
九
章
二
百
九
十
八
字
で
、
字
数
よ

り
す
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
小
篇
と
し
て
独
立
し
う
る
可
能
性
を
も
っ
。
但
し
、
形

式
的
な
統
一
性
は
、
前
者
に
比
し
て
い
ず
れ
も
短
文
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
以

外
、
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。

八
、
子
目
、
朝
間
道
、
タ
死
可
突
、

九
、
子
日
、
土
志
於
道
、
而
恥
悪
衣
悪
食
者
、
未
足
与
議
也
、

一
O
、
子
目
、
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
無
莫
也
、
義
之
与
比
一
山
一
、

一
一
、
子
日
、
君
子
懐
徳
、
小
人
懐
土
、
君
子
懐
刑
、
小
人
懐
恵
、

一
二
、
子
日
、
放
於
利
市
行
、
多
怨
、

ご
ニ
、
子
日
、
能
以
礼
譲
為
国
乎
、
何
有
、
不
能
以
礼
譲
為
国
、
如
礼
何
、

一
四
、
子
日
、
不
患
無
位
、
息
所
以
立
、
不
患
莫
己
知
担
一
函
岨

一
五
、
子
日
、
参
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
一
閥
寸
曾
子
日
、
唯
、
子
出
、
門
人
間

目
、
何
謂
也
、
曾
子
目
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
己
実
、

二
ハ
、
子
日
、
君
子
職
於
義
、
小
人
喰
於
利
、

一
七
、
子
日
、
見
賢
思
斉
荒
、
見
不
賢
園
而
内
自
省
也
、

一
八
、
子
日
、
事
父
母
幾
謀
、
見
志
不
従
、
又
敬
不
違
、
労
不
怨
、

一
九
、
子
目
、
父
母
在
国
不
遠
遊
、
遊
必
有
方
、

二
O
、
子
日
、
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
会
、

二
一
、
子
日
、
父
母
之
年
、
不
可
不
知
也
、
一
則
以
喜
、

二
二
、
子
目
、
古
者
言
之
不
出
町
一
、
恥
射
之
不
逮
也
、

二
三
、
子
日
、
以
約
失
之
者
鮮
突
、

二
四
、
子
日
、
君
子
欲
一
前
於
言
而
敏
於
行
、

二
五
、
子
日
、
徳
不
孤
、
必
有
部
、

二
六
、
子
前
回
、
事
君
数
斯
ロ
障
会
、
別
友
数
斯
疏
会
、

右
の
章
群
の
最
初
の
章
、
「
子
日
く
、
朝
に
道
を
聞
か
ば
、

北
大
文
学
部
紀
要

一
則
以
限
、

タ
に
死
す
と
も
司

な
り
よ
は
、
篇
首
と
な
っ
て
も
、
他
の
篇
首
に
お
と
ら
ぬ
堂
々
た
る
も
の
で
あ

る
o

篇
首
に
堂
々
た
る
雄
大
な
章
句
が
あ
る
こ
と
は
、
論
語
編
集
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
著
眼
点
で
あ
る
が
、
里
仁
篇
の
第
八
章
は
合
格
点
以
上
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
が
篇
首
と
な
る
と
、
そ
の
篇
名
は
「
朝
聞
」
か
「
聞
道
」
で
あ
る
。
聞

(
注
)

道
篇
と
な
の
っ
て
よ
い
。
こ
の
「
聞
道
」
の
「
開
」
字
は
、
古
典
で
「
知
」
字
と

屡
々
互
用
・
互
訓
さ
れ
て
い
る
。

謀
未
発
市
開
於
園
、
露
間
・
知
也
o

日
氏
春
秋
重
言
篇

不
聞
即
物
小
至
、
(
住
)
間
・
知
也
o

祐
子
発
問
篇

不
知
其
以
医
之
也
(
注
)
知
・
開
也
国
語
楚
語

所

願

知

也

(

波

)

知

猶

聞

也

列

子

仲

尼

篇

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
斉
論
の
知
道
篇
は
今
日
の
里
仁
篇
後
半
、
「
子

日
、
朝
間
道
:
:
;
」
章
以
下
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
魯
論
系
統
で
「
朝
間

道
・
:
:
、
」
が
、
斉
論
で
は
「
朝
知
道
:
:
:
乙
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
o

そ
こ
で

後
世
、
全
く
忘
れ
ら
れ
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注
聞
道
と
い
う
語
は
、
論
語
以
前
に
は
存
在
し
な
い
。
荘
子
の
秋
水
篇
に
、
河
伯
の
一
言
と

し
て
、
「
聞
道
百
以
為
莫
己
若
者
、
吾
之
謂
也
、
」
が
あ
る
。
(
藤
塚
、
「
論
語
の
味
読
」

七
九
|
八
二
頁
、
斯
文
会
刊
)

こ
こ
に
こ
れ
ま
で
純
粋
に
論
理
的
に
追
求
し
て
い
た
も
の
と
、
全
く
結
果
的
に

一
致
す
る
章
群
が
見
出
さ
れ
、
知
道
篇
ら
し
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

次
に
問
王
篇
を
も
知
道
篇
と
同
じ
条
件
の
下
で
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
所

在
を
求
め
て
み
た
い
。

-13 

七
、
間
王
篇
の
所
在

「
間
王
L

と
い
う
語
句
は
現
在
の
論
語
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
供
文
と
み
ら
れ
る

孔
子
語
録
の
ど
こ
を
き
が
し
て
も
な
い
。
こ
の
字
が
誤
写
で
は
な
い
か
と
い
う
推

定
と
、
説
文
で
許
慎
が
「
逸
論
語
に
日
く
己
と
し
て
、
「
玉
」
に
関
す
る
孔
子
の

語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
問
王
」
は
「
問
玉
」
の
誤
り
で
、
逸
論
語



記
再
論
盟
問
二
十
一
一
綴
後

佐
藤

の
間
玉
篇
の
こ
と
勺
あ
ろ
う
と
の
説
が
、
り
は
じ
ま
り
、

の
殆
ど
す
べ
て
の
説
文
学
者
に
よ
っ
て
賛
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
披
等
の
逸

文
な
り
と
す
る
議
匂
は
、
説
得
力
に
欠
け
、
藤
塚
氏
の
説
く
ご
と
く
、
論
一
垣
間
の
語

句
と
は
認
め
難
い
も
の
で
あ
る
ハ
悶
氏
著
、
七
人
!
八
七
資
〉
。
下
論
の
首
殺
に
は

「
顔
溺
問
問
仁
し
、
「
子
路
間
政
」
、
「
憲
問
恥
い
な
ど
が
あ
っ
て
、
形
式
と
し
て
は

あ
り
う
る
が
、
こ
の
間
主
の
「
玉
い
は
、
仰
か
郊
の
字
と
し
て
今
日
に
~
伝
わ
っ
て

い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
持
放
な
ら
誌
の
形
式
勺
、
人
名
と
し
て
の
王
:
:
:
は
誤

記
さ
れ
た
可
能
性
す
ら
七
存
夜
し
な
い
し
、
五
殺
の
五
と
す
れ
ば
論
議
の
思
想
内

容
に
な
い
こ
と
で
、
主
応
麟
の
設
の
出
た
所
以
で
あ
る
。

斉
論
の
戒
る
篇
の
蓄
章
か
ら
と
っ
た
篇
名
が
、
今
日
で
は
「
問
王
」
と
伝
わ
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
が
ム
?
の
論
一
浦
岡
山
?
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
文
字
に
な
っ
て
い

る
か
が
こ
こ
に
問
題
と
な
る
。
「
:
:
:
ヅ
開
ブ
」
の
形
式
は
、
あ
ま
り
に
多
い
か

ら
、
五
が
誤
写
さ
れ
て
い
る
と
ナ
れ
ば
問
問
題
は
極
め
て
難
し
く
な
る
。
知
道
欝
が

開
選
織
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
斉
論
と
他
の
系
統
の
相
途
に
よ
る
別
字
に
な
っ
て
い

れ
ば
良
い
の
だ
が
、
「
去
、
君
卑
し
ハ
爾
雅
釈
議
〉
、
「
王
、
大
山
W
L

ハ
広
雅
釈
話
)

な
ど
を
あ
て
は
め
て
も
該
当
す
る
家
句
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
に
や
む
を
え
、
ず
五

に
誤
写
さ
れ
そ
う
な
{
与
を
山
川
」
と
の
総
合
般
に
お
い
て
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
探
究
で
助
け
に
な
る
の
は
、
第
間
関
叢
で
研
究
し
た
篇
名
の
つ
け
ら
れ
方
で
あ

る
。
八
倫
鱗
の
関
か
ら
み
る
と
、
間
一
議
名
に
な
る
と
き
に
避
け
る
前
例
が
あ
る

か
ら
、
当
然
陪
者
の
名
が
際
去
の
前
に
存
し
、
そ
れ
が
議
名
に
な
る
べ
き
な
の

に
、
重
複
す
る
た
め
に
間
五
が
用
い
ら
れ
た
い
う
見
方
が
一
部
成
立
す
る
。
こ

の
人
名
は
先
に
六
種
類
を
第
四
箪
の
米
践
で
た
が
、

し
ら
べ
る
と
、
実
際
に
出
題
に
な
る
の
は
平

な
る
の
は
、
「
間
同
五
L

ム
化
合
む
句
に
お
い
て
、

操
な
ど
の
よ
う
に
一
字
で
あ
る

が
あ
る
ガ
が
よ
い
こ
と
、
分
例
制

あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
い

と

字

で

あ

る

可

能

性

も

否

定

マ

に

極

め

い

、

決

定

的

な

結

果

の
出
る
わ
け
の
な
い
研
究
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
の

場
合
の
成
功
が
あ
あ
か
ら
、
と
も
か
く
最
も
問
主
篇
ら
し
い
も
の
な

ょ
う
。

は
、
問
者
名
と
、
ら
れ
易
い
間
に
つ
守
つ
い
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
畿
内
に
お
け
る
其
の
章
の
佼
践
に
囚
わ
れ
ず
に
、
問
問
に
つ
づ
く
字

を
求
め
る
と
、
子
主
政
諦
孝
仁
日
行
e

ー
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
な
織
内
の
前
後
の
関
係

か
ら
し
ら
べ
る
と
、
小
篇
と
し
て
前
後
を
成
立
さ
社
う
る
も
の
は
、
子
・
主
・
士

の
一
一
一
円
や
の
場
合
マ
あ
る
。
又
、
字
形
よ
り
す
る
と
、
漢
代
で
誤
認
さ
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
漢
代
の
壬
の
語
字
体
に
最
も
近
い
も
の
が
最
も
可
能
性
を
も
つ
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
「
士
し
字
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
飽
の
字
に
謹
る
か
に
卓
越
す

る
。
キ
も
主
J
b
制
割
合
に
去
に
一
点
叙
す
る
が
、
比
較
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
と
も
か

(
持
拡
)

く
、
こ
の
一
一
…
内
や
は
資
格
が
あ
る
か
ら
、
各
議
に
お
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
私
と

し
て
は
議
在
の
と
こ
ろ
、
間
五
は
間
十
一
で
あ
っ
た
の
で
は
会
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
一
応
時
干
と
陪
主
の
場
合
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

注
漢
代
の
隷
擦
の
磯
占
の
字
体
を
比
絞
す
る
と
、
予
も
主
も
あ
玄
れ
ノ
類
似
せ
ず
、
主
{
や
め

議
訟
は
、
一
と
士
に
従
い
、
曹
恨
の
数
々
の
字
体
に
対
応
し
て
い
る
。

な
ど
参
照
。

関
千
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「
子
日
」
形
式
で
、
例
外
の
第
十
三
章
は
第
十
一
・
二
章
と
「
君
子
」
に
よ
っ
て

連
結
さ
れ
て
い
る
。
更
に
第
五
・
六
・
七
・
八
章
は
「
問
孝
」
諸
章
で
、
第
九
章

の
顔
淵
に
つ
ら
な
る
。
故
に
為
政
篇
を
分
割
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
こ
の
第
十
八

章
か
ら
と
な
ろ
う
o

ロ
ハ
、
明
確
な
断
層
が
な
い
の
は
弱
点
と
し
て
残
る
。

同
問
主
八
倫
篇
第
二
十
一
章
京
公
間
社
於
宰
我
、
宰
我
対
日
、
夏
后
氏

以
松
、
肢
人
以
柏
、
周
人
以
栗
、
日
使
民
戦
栗
、
子
聞
之
日
、
.

右
は
礼
楽
を
専
ら
集
め
て
い
る
八
俗
に
所
属
し
て
い
る
が
、
武
内
義
雄
に
よ
れ

ば
や
や
断
絶
し
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
(
論
語
の
研
究
、
二
六
一
二
三
)
0

こ
の
間

社
は
釈
文
に
よ
れ
ば
鄭
本
で
「
問
主
」
に
作
っ
て
い
た
ら
し
く
、
雀
適
は
論
語
足

徴
記
で
「
問
主
」
に
作
る
の
は
今
文
で
あ
り
、
「
聞
社
」
に
作
る
は
古
文
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
章
は
一
篇
の
首
章
に
す
る
に
は
他
篇
の
場
合
に
比
し
弱
い

し
、
何
故
に
京
公
篇
に
な
ら
な
か
っ
た
か
の
理
由
も
わ
か
ら
ぬ
。
ロ
ハ
、
「
問
主
」

が
「
問
王
」
に
な
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
と
、
八
倫
篇
が
篇
名
か
ら
後
出
の
篇
か

と
も
思
わ
れ
些
か
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
検
討
し
た
の
で
あ
る
。

国
同
士
顔
淵
篇
第
十
二
の
第
二
十
章
、
「
子
張
問
士
何
如
斯
可
謂
之
達
也
、

子
日
、
何
哉
:
:
:
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
問
者
名
よ
り
し
て
も
篇
名
が
「
問

士
」
と
な
り
う
る
し
、
「
士
何
し
と
な
る
の
は
あ
り
え
な
い
句
法
に
な
っ
て
い
る
。

士
の
字
体
は
最
も
王
の
字
体
に
隷
書
で
は
近
似
し
、
章
の
内
容
も
「
士
し
と
「
達
」

に
つ
い
て
論
じ
雄
弁
で
あ
る
。
第
十
九
章
ま
で
の
字
数
は
七
百
六
字
、
第
二
十
章

以
下
は
五
章
二
百
七
十
五
字
で
小
篇
と
し
て
の
資
格
は
充
分
で
あ
る
。

論
語
顔
淵
第
十
二
何
曇
集
解
凡
二
十
四
章

一
、
顔
淵
間
仁
、
子
日
、
加
己
復
礼
為
仁
、
一
日
魁
己
復
礼
、
天
下
帰
仁

吾
、
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
、
顔
淵
目
、
請
問
其
目
、
子
日
、
非

礼
勿
視
、
非
礼
勿
聴
、
非
礼
勿
言
、
非
礼
勿
動
、
顔
淵
目
、
回
雄
不

敏
、
語
事
斯
語
会
、

二
、
仲
弓
問
仁
、
子
日
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
、
己
所
不
欲
、

勿
施
於
人
、
在
邦
無
怨
、
在
家
無
想
、
仲
弓
日
、
↓
非
難
不
敏
、
請
事

北
大
文
学
部
紀
要

斯
語
失
、

三
、
司
馬
牛
問
仁
、
子
日
、
仁
者
其
言
也
剖
一
幽
、
目
、
其
言
也
湖
、
斯
可

謂
之
仁
己
一
闘
一
乎
、
子
日
、
為
之
難
、
一
一
一
口
之
得
無
剖
万
J

、

四
、
司
馬
牛
問
君
子
、
ー
子
日
、
君
子
不
憂
不
催
、
目
、
不
憂
不
慨
、
斯
可

謂
君
子
己
乎
、
子
日
、
内
省
不
抗
、
夫
何
憂
何
恨
、

五
、
司
馬
牛
憂
日
、
人
皆
有
兄
弟
、
我
独
亡
、
子
夏
目
、
商
聞
之
突
、
死

生
有
命
、
富
貴
在
天
、
君
子
敬
市
無
失
、
与
人
恭
而
有
礼
、
四
海
之

内
、
皆
為
兄
弟
也
、
君
子
何
患
乎
無
兄
弟
也
、

六
、
子
張
問
明
、
子
日
、
浸
潤
之
語
、
膚
受
之
恕
、
不
行
正
局
、
可
謂
明
也

己
実
、
浸
潤
之
帯
、
膚
受
之
恕
、
不
行
駕
、
可
謂
遠
也
己
会
、

七
、
子
貢
問
政
、
子
目
、
足
食
足
兵
、
一
閣
一
民
信
之
美
、
子
貢
日
、
必
不
得

己
市
去
於
斯
コ
一
者
、
何
先
、
日
去
兵
、
日
必
不
得
己
而
去
於
斯
二
者
、

何
先
、
日
去
食
、
自
古
皆
有
死
、
民
不
信
不
立
、

八
、
練
子
城
日
、
君
子
質
而
己
会
、
何
以
文
為
失
、
子
貢
日
、
惜
乎
夫
子

之
説
一
閣
一
君
子
也
、
馴
不
及
舌
、
文
猶
質
也
、
質
猶
文
也
、
虎
豹
之
輔
、

猶
犬
羊
之
叫
一
川
一
、

九
、
京
公
問
於
有
若
日
、
年
飢
用
不
足
、
如
之
何
、
有
若
対
日
、
室
徹
乎
、

日
、
二
吾
猶
不
足
、
如
之
何
其
徹
也
、
対
日
、
百
姓
足
、
君
執
与
不

足
、
百
姓
不
足
、
君
執
与
足
、

一
O
、
子
張
問
崇
徳
弁
惑
、
子
日
、
主
忠
信
徒
義
、
崇
徳
也
、
愛
之
欲
共
生

一
閣
寸
悪
之
欲
其
死
一
咽
一
、
既
欲
其
生
、
又
欲
其
死
、
是
惑
也
、
誠
不
以

富
亦
祇
以
具
、

一
一
、
斉
景
公
同
政
於
孔
子
、
孔
子
対
日
、
君
君
、
臣
臣
、
父
父
、
子
子
、

公
目
、
善
哉
、
信
如
君
不
君
、
臣
不
臣
、
父
不
父
、
子
不
子
、
雌
有

粟
、
五
日
国
一
得
而
食
語
、

二
一
、
子
日
、
片
言
可
以
折
獄
者
、
其
由
也
与
、
子
路
無
宿
諾
、

一
三
、
子
日
、
聴
訟
五
日
猶
人
也
、
必
也
使
無
訟
乎
、
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斉
論
語
二
十
二
篇
政

佐
藤

一
四
、
子
張
間
政
、
子
日
、
居
之
無
倦
、
行
之
以
忠
、

一
五
、
子
目
、
君
子
博
学
於
文
、
約
之
以
礼
、
亦
可
以
弗
畔
長
夫
、

二
ハ
、
子
日
、
君
子
成
人
之
美
、
不
成
人
之
悪
、
小
人
反
是
、

一
七
、
季
康
子
問
政
於
孔
子
、
孔
子
対
日
、
政
者
正
也
、
子
帥
市
正
、
執
敢

不
正
、

一
八
、
季
康
子
患
盗
、
問
於
孔
予
、
孔
子
対
日
、
有
子
之
不
欲
、
難
賞
之
不

稿、

一
九
、
季
康
子
問
政
於
孔
子
、
日
、
如
殺
無
道
以
就
有
道
、
何
如
、
孔
子
対

日
、
子
為
政
、
鷲
用
殺
、
子
欲
善
而
民
善
会
、
君
子
之
徳
風
一
閣
一
、
小

人
之
徳
草
一
出
寸
草
上
之
風
必
健
、

二

O
、
子
張
問
士
、
何
如
斯
司
謂
之
達
也
、
子
日
、
何
哉
爾
所
謂
達
者
会
、

子
張
対
日
、
在
邦
必
聞
、
在
家
必
問
、
子
日
、
是
聞
也
、
非
達
也
、

夫
達
者
、
質
直
而
好
義
、
察
言
而
観
色
、
慮
以
下
人
、
在
邦
必
達
、

在
家
必
達
、
夫
問
者
色
取
仁
市
行
違
、
居
之
不
疑
、
在
邦
必
問
、
在

家
必
問
、

二
一
、
奨
遅
従
遊
於
舞
零
之
下
、
目
、
敢
問
崇
徳
惰
思
弁
惑
、
子
日
、
善
哉

問
、
先
事
後
得
、
非
崇
徳
与
、
攻
其
悪
好
攻
人
之
悪
、
非
情
恵
与
、

一
朝
之
念
忘
其
身
以
及
其
親
、
非
惑
与
、

二
二
、
礎
遅
問
仁
、
子
日
愛
人
、
間
智
、
子
日
知
人
、
礎
遅
未
達
、
子
日
、

挙
直
錯
諸
柾
、
能
使
柾
者
直
、
礎
遅
退
、
見
子
夏
目
、
縮
問
也
五
ロ
見
於

夫
子
而
間
智
、
子
日
、
挙
直
錯
諸
柾
能
使
柾
者
直
、
何
謂
也
、
子
夏

目
、
富
哉
一
閣
一
言
乎
、
舜
有
天
下
、
選
於
衆
挙
皐
陶
、
不
仁
者
遠
矢
、

湯
有
天
下
、
選
於
衆
拳
伊
予
、
不
仁
者
遠
突
、

二
三
、
子
貢
問
友
、
子
日
、
忠
告
而
以
善
導
之
、
否
則
止
、
無
自
辱
官
、

二
四
、
骨
子
目
、
君
子
以
文
会
友
、
以
友
輔
仁
、

こ
の
顔
淵
篇
の
構
成
を
検
討
し
て
み
る
と
、
第
二
早
よ
り
第
五
章
ま
で
は
、

て
顔
淵
問
仁
、

二
、
仲
弓
問
仁
、

三
、
司
馬
牛
問
仁
、

四
、
司
馬
牛
問
君
子
、

五
、
司
馬
牛
憂
目
、
・
:

と
な
っ
て
い
て
、
骨
て
『
子
張
篇
研
究
』
で
ふ
れ
た
よ
う
に
「
間
仁
」
と
「
司
馬

牛
し
の
章
群
が
連
鎖
的
に
結
合
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
六
章
以
峰
第
ナ
九
章
ま
で

政
治
関
係
が
つ
づ
い
て
い
る
。
特
に

一
一
、
斉
景
公
問
政

一
四
、
子
張
問
政

一
七
、
季
康
子
問
政
於
孔
子

一
八
、
季
康
子
患
盗
問
於
孔
子

一
九
、
季
康
子
問
政
於
孔
子

と
間
政
の
語
が
目
立
っ
て
い
る
o

一
二
・
二
ニ
の
両
章
は
政
治
の
こ
と
で
第
十
一

章
に
属
す
る
と
も
み
ら
れ
、
同
じ
く
一
五
・
一
ム
ハ
の
両
章
も
内
容
的
に
一
四
に
従

属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
二

O
章
以
下
に
は
全
く
政
を
問
う
こ
と
は
見

え
ず
、
且
つ
一
七
・
一
八
・
一
九
と
季
康
子
と
孔
子
の
問
答
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い

る
の
に
、
二

O
章
は
子
張
問
士
:
:
:
で
季
康
子
章
群
と
内
容
形
式
と
も
に
断
絶
し

て
お
り
、
二

O
章
以
下
で
は
政
治
よ
り
も
君
子
の
修
養
、
社
会
と
の
関
係
が
主
題

と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
同
じ
く
崇
徳
弁
惑
を
問
う
て
も
、

第
一

O
章
と
第
一
一
一
章
で
は
内
容
的
に
こ
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
る
か
ぎ
り
「
間
王
篇
」
と
は
「
問
士
篇
」
の
誤

写
で
あ
る
と
い
う
の
が
最
も
可
能
性
を
含
む
よ
う
で
あ
る
。
推
定
の
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
諸
条
件
は
、
ほ
ぼ
満
足
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
或
い
は
全
く
別
の
も

の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
危
供
は
否
定
で
き
な
い
。
只
、
斉
論
の
二
篇
は
失
わ
れ
な

か
っ
た
と
の
仮
説
の
成
立
へ
の
支
え
に
な
り
う
る
と
信
ず
る
。
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八、

武
内
設
の
批
判
と
乙
れ
か
ら
の
問
題

漢
書
の
芸
文
志
と
張
高
伝
の
記
事
、
及
び
現
在
の
論
語
の
分
析
か
ら
、
既
に
失

わ
れ
て
二
千
年
に
近
い
斉
論
を
研
究
し
、
特
に
伝
説
上
で
最
も
興
味
の
あ
る
、

「
問
王
知
道
」
の
逸
亡
の
真
相
を
推
理
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
二

篇
は
説
晋
一
唄
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
失
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
古
論
の
場

合
と
同
じ
く
、
現
在
の
二
十
篇
本
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
み
る
と
、
非
常
に
合

理
的
に
論
語
の
伝
承
や
構
造
が
理
解
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
二
篇
の
所

在
は
、
知
道
篇
が
里
仁
篇
の
第
八
章
以
下
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
間
王
篇

は
顔
淵
篇
の
第
二
十
章
以
下
が
最
も
可
能
性
に
富
む
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
今

本
な
ら
「
聞
道
」
と
「
問
士
」
に
修
正
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
張
一
向
に
よ
っ
て
削

り
去
ら
れ
、
以
後
の
人
々
に
忘
れ
ら
れ
、
棄
て
ら
れ
た
な
ど
の
伝
説
は
、
歴
史
的

に
も
漢
書
の
誤
読
で
あ
り
、
文
献
学
的
に
も
根
拠
の
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
前
漢
に
存
在
し
た
一
一
一
種
の
論
語
は
実
質
的
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の

で
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

曾
て
武
内
義
雄
は
「
論
語
之
研
究
」
に
お
け
る
原
典
批
判
に
さ
い
し
て
、
三
条

の
極
め
て
興
味
あ
る
説
を
展
開
し
た
(
一

0
5
8
0
そ
の
第
一
は
「
現
在
の
論
語

二
十
篇
は
斉
論
古
論
の
三
つ
を
折
衷
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
所
謂
斉
論

や
魯
論
は
古
論
の
古
字
を
今
字
に
写
定
す
る
際
に
起
っ
た
異
本
で
、
畢
寛
古
論
一

ワ
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
乙
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
斉
論
二
十
二
篇
の
理
解
に
欠

点
が
あ
っ
た
た
め
に
成
立
し
な
い
説
で
あ
る
。
武
内
博
士
は
斉
論
は
問
王
と
知
道

を
の
ぞ
け
ば
魯
論
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
古
論
を
孔
子
壁
中
の
真
古
文

に
直
ち
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
斉
論
二
十
二
篇
の
研
究
の
結

果
、
古
論
二
十
一
篇
か
ら
斉
論
二
十
二
篇
は
決
し
て
出
て
来
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
武
内
説
は
次
の
如
く
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
張
同
の
見
た
魯
論
と
斉
論
、

及
び
班
回
の
云
う
古
論
は
、
お
そ
ら
く
武
帝
頃
に
存
在
し
た
寸
原
論
語
」
に
由
来

北
大
文
学
部
紀
要

す
る
三
種
の
異
本
で
あ
り
、
こ
の
「
原
論
語
し
で
は
今
日
の
「
篇
」
は
充
分
に
成

熟
せ
ず
、
む
し
ろ
「
小
篇
」
が
独
立
性
を
も
っ
て
多
く
存
在
し
た
ら
し
い
と
。

武
内
説
の
第
二
は
、
「
古
論
が
現
れ
た
の
は
前
漢
の
中
頃
で
、
そ
れ
以
前
に
斉

魯
二
篇
本
、
河
間
七
篇
本
及
び
其
他
種
々
な
孔
子
の
語
録
が
あ
っ
た
こ
と
、
し
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
「
篇
」
が
早
く
よ
り
成
立
し
て
い
た
と
す
る
先
入
見
に
囚
わ
れ

て
い
て
誤
り
で
あ
る
。
武
内
博
士
の
河
間
七
篇
本
に
当
る
七
篇
は
、
里
仁
を
含
む

放
に
、
武
帝
以
前
で
は
八
篇
以
上
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
武
帝
中
期
頃
迄
も

篇
群
に
分
か
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
論
語
に
一
貫
し
て
存
在
す
る
論
語
特
有
の
文

体
の
味
が
ど
う
し
て
出
来
た
か
説
明
で
き
な
い
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
木
村
英
一
が
「
論

語
の
成
立
に
つ
い
て
」
前
出
(
二
七
五
頁
)
で
ふ
れ
て
い
る
が
同
感
で
あ
る
)

0

こ
れ
に
つ

い
て
私
は
原
論
語
の
大
体
は
相
当
に
早
く
に
で
き
た
と
考
え
る
。
孔
子
や
そ
の
高

弟
の
言
行
が
記
録
さ
れ
伝
請
さ
れ
た
当
初
は
、
個
人
や
個
々
の
学
園
の
私
物
的
な

も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
有
価
値
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
や
、
個
人

や
学
園
の
伝
請
が
超
党
派
的
に
蒐
集
さ
れ
、
儒
家
の
共
通
財
と
し
て
確
保
さ
れ

る
。
故
に
そ
の
大
体
は
我
々
の
想
像
よ
り
も
は
や
く
で
き
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

武
内
博
士
の
説
の
根
拠
に
論
衡
正
説
篇
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
読
み
難
い
原
文
の

中
で
、
「
数
十
百
篇
」
と
か
「
三
十
篇
」
と
か
あ
る
数
字
は
、
こ
う
い
っ
た
「
原

論
語
」
時
代
の
漸
次
二
十
篇
に
い
た
る
過
程
の
個
々
の
時
期
を
指
す
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
論
語
に
お
け
る
小
篇
の
意
義
は
も
っ
と
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
尚
、
小
篇
が
論
語
に
顕
在
す
る
理
由
と
し
て
、
当
時
の
筆
記
用
具
と
筆
写
材

料
の
物
質
的
発
展
段
階
が
か
ら
む
と
考
え
る
が
、
戦
国
か
ら
前
漢
へ
の
発
展
が
ど

う
で
あ
る
か
は
、
今
後
の
考
古
学
的
研
究
に
期
待
し
た
い
。
そ
れ
と
王
充
の
言
う

「
八
寸
の
策
」
に
書
か
れ
た
と
い
う
説
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

以
上
、
武
内
博
士
の
説
を
材
料
と
し
つ
つ
、
論
語
の
成
立
過
程
に
関
す
る
自
分

の
見
解
を
述
べ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
論
語
の
前
漢
期
に
お
け
る
実
態
が

わ
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
む
し
ろ
張
高
の
い
た
前
漢
末
期
以
前
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
故
に
三
論
の
相
違
が
生
じ
た
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斉
論
語
二
十
二
篇
氏

佐
藤

か
、
特
に
著
し
い
篇
の
字
数
の
大
小
の
差
を
伴
う
三
論
の
篇
数
の
相
違
は
何
に

よ
る
か
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
、
文
献
学
的
説
明
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
又
、
張

侯
論
が
善
本
で
あ
っ
た
理
由
は
何
か
。
篇
数
が
二
十
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
と
も

と
魯
論
が
そ
う
で
あ
る
か
ら
で
は
理
由
に
な
ら
ぬ
。
お
そ
ら
く
漢
書
張
市
内
伝
に
言

う
篇
第
が
良
く
、
斉
魯
の
対
校
が
時
代
の
進
歩
的
風
潮
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
り
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
は
わ
か
ら
ぬ
。
ま
あ

わ
か
る
の
は
今
後
の
原
典
批
判
に
篇
群
は
あ
ま
り
当
て
に
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で

あ
ろ
う
。

川附記

「
論
語
子
張
篇
研
究
」
(
論
語
の
原
典
批
判
そ
の
一
、
日
本
中
国
学
会
報
第
十
)
に
お

い
て
、
篇
に
と
ら
わ
れ
言
い
す
ぎ
た
点
が
あ
っ
た
Q

訂
正
し
た
い
。
そ
れ
は
子
貢
語

群
を
接
続
し
て
子
張
篇
を
完
成
し
た
の
は
子
貢
学
派
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
が
、
子

貢
語
群
は
小
篇
と
し
て
の
独
立
性
を
有
す
る
か
ら
、
可
能
性
は
あ
る
が
、
断
言
は
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
Q

こ
れ
は
今
回
の
論
文
の
結
果
で
あ
る
。
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